
宇津木台 森遊会 「臨時活動」 

実施報告 

実施日 

場 所 

2012年 5月 10日（木）18:00～19:00 

宇津木台緑地（八王子市久保山町２－１） 

天候：晴れ 

雨あがり 

記録：金森 

参加者 参加者：６名（男性５名、女性１名）細野、後藤、林、鈴木（健）、原田、諸岡 

 

インストラクター：金森 

実施内容 

 活動２年目第１回活動（４月２２日）と第２回活動（５月２７日）の間に臨時の活動を行った。

オリンパス技術開発センター宇津木駐車場に１８時に集合。 

 この日は午後から激しい雷雨が予想され、その通りとなったが夕方には天候は回復して陽が差し

た。緑地は水はけが良く、足場は悪くなかった。 

 第１回活動では整備した竹林について、親竹を残すために印となる板を５０本立てた、この時点

の筍の本数はぎりぎり５０本であったが、その後沢山の筍が現れ（およそ１００本以上）、全て残

すには多過ぎる、しかも竹に成長してからでは伐採作業が大変なため、筍の時点で急遽伐採するこ

ととした。 

 手順としては、 

１．細い筍は全て伐る、その際、親竹の板がある場合は太くて密集していないものに板を移動する。 

２．墓地側、畑側の筍は太さによらず全て伐る。 

３．太い筍（親竹でないもの）はおよそ２ｍを残して上部を切る。竹水を収穫する実験に利用する。

念のため目印のテープを巻く。 

 メンバーは竹林内を何度も回り親竹５０本がベストな選択になるように調整しつつ、残りの筍を

伐っていった。１時間後の１９時に作業を完了して引き上げた、解散する頃にはすっかり暗くなっ

ていた。 

 出勤日の定時後にもかかわらず作業に参加された方々に感謝します。 

 

 

 

 

 

 

連絡事項 

・怪我、ヒヤリハットはなし。 

・ゴミを入れたボランティア袋はなし。 

・次回は、５月２７日、炭焼き（伏せ焼）と森の料理（バウムクーヘン、竹筒焼き等）を予定する。 

・因みに今年度、会では放射能の影響を懸念して筍および竹水は食さないことにしている。 

 

No.2012-01r  

    

伸び放題の筍、その数１００以上  地際でどんどん伐ってゆく      竹水用に下を残したもの       暗くなるまでお疲れさまでした 


